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 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

10月の主な活動

	 4日	第5回地協代表者会議

	4日～24日	
	 	STOPTHE格差社会
	 	� 暮らしの底上げ実現街宣行動

	 7日	社民党新潟県連合との
	 	� 意見交換会
	 	地域産業労働懇談会

	 8日	第12回四役会議
	 	第12回執行委員会

	11日	土曜相談会

	15日	ディーセント・ワーク
	 	� 世界行動デー新潟集会

	22日	新潟県・食と環境ネットワーク
	 	� 現地視察研修会

Ａ ：労働基準法では、使用者の「責めに帰すべき事由」により休
業する場合は、休業期間中は少なくとも平均賃金の60％以上の休業
手当を支払わなければならないとしています。全額請求できることも
あります。
　「責めに帰すべき事由」とは、天災事変などの不可抗力に該当しな
い限りこれに含まれます。例えば、機械の検査、原材料の欠乏、監督
官庁の勧告による操業停止などの理由で休業した場合でも、使用者は
休業手当を支払わなければならないとされています。天災事変など、
休業の帰責自由が労使ともにない場合は、休業中の賃金の請求権はあ
りませんが、就業規則や労働協約などの定めに従うことになります。
　会社に責任のある休業の場合は、しっかりと休業手当を請求してい
きましょう。

Ｑ：勤務している店舗が改装す
ることになりました。「改装期間
中は出勤しなくてよい」と聞いて
いたのですが、改装期間中の賃金
は支払われませんでした。出勤し
ていないのだから、支払われなく
ても仕方ないのでしょうか？

第
24
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
開
催
！

　

九
月
一
四
日
、
デ
ン
カ
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
・
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
会
場
に
、

連
合
新
潟
・
新
潟
県
労
福
協
主

催
の
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
降
っ
た
大
雨
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
す
っ
き
り
と
し
た
秋
晴
れ
の

中
、
八
〇
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競

い
あ
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ン

ド
ル
の
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
い

ダ
ン
ス
で
選
手
の
緊
張
感
を
ほ

ぐ
し
ま
し
た
。

　

総
合
の
部
で
は
、
Ｊ
Ｐ
チ
ー

ム
Ａ
が
優
勝
。
二
区
、
四
区
、

五
区
、
六
区
で
区
間
賞
を
獲
得
、

力
強
い
走
り
で
二
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
男
女
混
合
の
部

（
二
区
間
以
上
女
性
ラ
ン
ナ
ー

で
の
参
加
）
で
は
、
胎
内
市
職

に
こ
に
こ
Ｒ
Ｃ

−

Ａ
が
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
新
潟
市
・
ガ

レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
古
賀

会
長
と
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
の

直
接
対
話
（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
47
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
賀
会
長
が
将
来

の
労
働
運
動
を
担
う
地
域
の
若

手
リ
ー
ダ
ー
に
、
連
合
の
活
動

や
自
身
の
労
働
運
動
へ
の
思
い

を
直
接
伝
え
、
連
合
運
動
の
継

承
を
図
る
こ
と
と
、
地
域
の
若

手
組
合
リ
ー
ダ
ー
が
抱
え
る
課

題
や
労
働
運
動
に
対
す
る
思
い

を
聞
き
、
連
合
の
活
動
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
に
全
国
四
七
都

道
府
県
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
齋
藤
会
長
は
、
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
今
日
集
ま

っ
た
皆
さ
ん
は
、
職
場
の
中
で

も
ま
た
、
連
合
の
中
で
も
中
心

に
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
先
し
っ
か

り
と
進
ん
で
い
け
る
よ
う
率
直

な
意
見
交
換
に
し
て
欲
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

古
賀
会
長
か
ら
は
、
開
催
の

趣
旨
の
説
明
と
連
合
の
方
向
性
、

取
り
組
み
役
割
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

①
若
年
層
の
活
動
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
②
連
合
新
潟
に
期
待

す
る
こ
と
・
連
合
ブ
ラ
ン
ド
を

い
か
に
確
立
す
る
か
の
２
点
の

テ
ー
マ
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
普
段
感
じ
て
い
る
疑
問

を
古
賀
会
長
に
質
問
し
、
長
年

の
経
験
を
も
と
に
答
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

古
賀
会
長
は
、「
組
合
員
の

組
合
離
れ
で
は
な
く
、
組
合
役

員
の
組
合
離
れ
が
問
題
だ
」
と

の
見
解
に
参
加
者
か
ら
は
、
同

感
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
新
潟
市

中
央
陸
上
競
技
協
会
は
じ
め
多

く
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
一
〇
〇
チ
ー
ム
の

参
加
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

第284号� 2014.10.15

ＪＰチームＡ 二連覇達成
2・4・5・6区で
区間賞獲得

古賀会長との
� 直接対話
KNT47開催

産
別
を
超
え
仲
間
作
り

第
19
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

を
開
催

　

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
は
、

九
月
二
〇
日
～
二
一
日
の
二

日
間
、「
第
一
九
回
連
合
新

潟
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
」
を
新
潟

県
柏
崎
市
・
自
然
体
験
交
流

施
設
「
ゆ
う
ぎ
」
で
二
六
人

が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
委
員
会
で
は
、
青
年

層
の
組
合
員
に
向
け
て
組
合

活
動
へ
の
参
加
意
識
高
揚
と

交
流
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
学
習
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
機

会
と
な
る「
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
」

を
例
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
キ
ャ
ン
プ
体
験

を
中
心
と
し
た
体
験
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
新
潟
県
キ

ャ
ン
プ
協
会
よ
り
講
師
を
迎

え
、
宿
泊
用
テ
ン
ト
の
設
営

や
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン

ロ
」、
直
火
を
用
い
た
「
ダ

ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
」
の
調
理
な

ど
の
実
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
同
施
設
内
で

「
蕎
麦
打
ち
体
験
」
を
行
い
、

班
ご
と
に
そ
ば
粉
か
ら
生
地
を

練
り
上
げ
て
打
ち
込
み
、
麺
を

裁
断
し
製
麺
す
る
ま
で
の
過
程

を
体
験
し
、
出
来
上
が
っ
た
蕎

麦
は
参
加
者
全
員
の
昼
食
と
し
、

二
日
間
の
活
動
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

終
了
後
、「
普
段
の
生
活
の

中
で
は
滅
多
に
出
来
な
い
経
験

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」、「
次

の
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
人
も
誘

っ
て
参
加
し
た
い
」、「
協
力
し

て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る

こ
と
の
良
さ
を
再
認
識
で
き

た
」
と
参
加
者
か
ら
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加
者

の
意
見
を
参
考
に
し
、
よ
り
充

実
し
た
青
年
活
動
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

第24回新潟県勤労者駅伝大会　記録
〈総合順位〉
優 勝 ＪＰチームＡ １：24：18

準優勝 十日町市役所Ａチーム １：26：09

３ 位 佐渡市役所 １：26：56

４ 位 原信ナルスＲＣプレミア １：34：13

５ 位 工業高校職員チーム １：35：02

６ 位 胎内市職にこにこＲＣ-Ａ １：35：04

〈男女混合順位〉（女性２名以上が実走したチーム）
１ 位 胎内市職にこにこＲＣ-Ａ １：35：04

２ 位 糸魚川市役所駅伝競走部 １：37：17

３ 位 津南町役場 １：38：24

≪全体成績はこちらから≫
総合記録・区間記録は連合新潟ホームページをご覧
下さい
http：//www.jtuc-rengo.jp/niigata/updown/24ekiden.pdf

○妙高市長選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

入村　明
（にゅうむら　あきら）

無所属　現③　67歳

○見附市長選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

久住　時男
（くすみ　ときお）

無所属　現③　64歳

○燕市議会議員選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

中島　清一
（なかじま　せいいち）

無所属　現④　66歳

○新潟市長選挙
選挙日
2014年11月９日（日）

篠田　昭
（しのだ　あきら）

無所属　現③　66歳

○三条市長選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

国定　勇人
（くにさだ　いさと）

無所属　現②　42歳

○見附市議会議員選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

佐々木 志津子
（ささき　しづこ）

無所属　現④　61歳

○見附市議会議員選挙
選挙日
2014年10月26日（日）

木原　大輔
（きはら　だいすけ）

無所属　現①　37歳

胎内市議会議員選挙結果
　９月21日（日）執行の胎内市議会
議員選挙は定数立候補（18名）で、
無投票となり推薦候補者２名が当選
となりました。

当選④　渡辺　宏行
当選③　薄田　　智

連合新潟推薦候補予定者
〈10月の自治体選挙〉

〈11月の自治体選挙〉
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新潟県労働金庫 お問い合わせフリーダイヤル 0120-191-880
(受付時間：平日9:00～17:00)

連合古賀会長と新潟の参加者
（右端が船山さん）

池田副知事に要請

54% 

15% 

31% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

週1回以上 

月に2～3回程度 

用があるときだけ 

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2014年10月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第284号

　

九
月
二
〇
日
、
二
一
日
に
昨

年
の
長
岡
に
続
き
上
越
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安

心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実
現

に
向
け
て
」
と
題
し
、「
福
祉

は
ひ
と
つ
」
の
理
念
の
も
と
、

①
県
民
・
勤
労
者
の
共
感
が
得

ら
れ
る
社
会
運
動
の
研
究
・
確

認
②
地
域
に
根
ざ
し
た
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
活
動
の
研
究
・
確
認

③
労
働
者
福
祉
運
動
の
基
盤
強

化
と
ウ
イ
ン
グ
の
拡
大
に
向
け

　

平
和
行
動
in
根
室
は
九
月
一

四
日
～
一
五
日
の
二
日
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
納
沙
布
岬
の
望

郷
の
岬
公
園
で
「
二
〇
一
四
平

和
ノ
サ
ッ
プ
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
元
島
民
の

　

九
月
八
日
、
連
合
新
潟
医
療

部
門
連
絡
会
は
、
新
潟
県
知
事

に
あ
て
た
「
新
潟
県
内
で
働
く

医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
改
善

を
求
め
る
署
名
（
個
人
）」
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
署
名
は
、
全

部
で
七
万
五
千
二
三
五
筆
。
四

月
の
団
体
署
名
に
引
き
続
き
の

要
請
行
動
で
す
。
連
合
新
潟
か

ら
は
齋
藤
副
会
長
、
医
療
部
門

連
絡
会
か
ら
は
斉
藤
（
小
千
谷

総
合
病
院
従
組
常
任
委
員
長
）、

白
井
（
新
潟
県
厚
生
連
労
組
執

行
委
員
長
）
の
両
名
が
出
席
し
、

池
田
副
知
事
に
署
名
の
提
出
と

趣
旨
を
説
明
し
、
医
療
職
場
の

現
状
報
告
と
そ
れ
ら
に
対
す
る

県
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
の
中
で
は
、

早
期
離
職
な
ど
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
一
緒
に
取
り
組
み
が

で
き
る
場
の
設
定
も
申
し
入
れ

ま
し
た
。

　

医
療
従
事
者
の
確
保
と
離
職

防
止
、
そ
し
て
県
民
に
対
す
る

「
安
全
・
安
心
」
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
は
、
勤
務
条
件
の

改
善
な
ど
、
医
療
従
事
者
の
労

働
環
境
整
備
が
急
務
で
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
今
後
も
関
係

各
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

帰
る
こ
と
を
願
い
、
望
み
な
が

ら
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、

た
研
究
・
確
認
④
協
同
事
業
の

社
会
的
価
値
と
力
量
を
高
め
る

活
動
の
研
究
・
確
認
の
四
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
や
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
一
四
七
人

の
連
合
新
潟
関
係
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
上
越
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
中
央
労
福
協

副
会
長
、
山
本
幸
司
氏
よ
り
基

調
講
演
、
そ
し
て
、
堀
田
力
氏

を
講
師
に
「
共
助
の
ち
か
ら
～

支
え
あ
う
豊
か
な
地
域
を
め
ざ

し
て
～
」
と
題
し
て
記
念
講
演

会
が
行
わ
れ
、
四
〇
〇
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
一
三
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
分
か
れ
て
分
科
会
形
式

で
研
修
会
が
行
わ
れ
、
連
合
新

潟
と
し
て
は
連
合
本
部
よ
り
高

橋
睦
子
副
事
務
局
長
を
講
師
に

『
労
働
組
合
と
政
治
活
動
に
つ

い
て
』、
照
沼
光
二
生
活
福
祉

局
部
長
を
講
師
に
『
少
子
高
齢

化
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
二
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
担
当
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
昨
年
よ
り
ユ

ニ
オ
ン
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
に
代

え
て
、
構
成
組
織
に
参
加
を
呼

び
か
け
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
を
地
域

で
活
動
す
る
団
体
と
連
帯
し
て

課
題
の
共
有
化
を
図
る
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
新
潟
市
開
催
と
な

り
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ＵＡゼンセンは９月10日～11日、京都市内の国立京都国際会館
で第３回定期大会を開催しました。また、オープニングにおいては
舞妓さんによる踊りなどで古都、京都らしい演出で晴れやかに開会
しました。
　今大会は、組合員100名以上の組合に１名の代議員割り当てを
行い、中小組合の出席を呼びかけたところ、代議員・傍聴をなど含
めて2,700名余りが出席する、かつてない規模の中、逢見会長の
あいさつで大会の幕を開けました。
　2012年11月の結成大会以降２年間で10万名以上の新たな仲
間を迎え、今大会時点の組合員数は151万名強となり、日本最大
の産業別労働組合になるとともに、その責任の重さをあらためて痛
感した大会でもありました。
　今大会のスローガンは、「原点を見つめ、未来を拓こう！ＵＡゼ
ンセン～力強い組織に向けて新たなステージへ～」。ＵＡゼンセン
を結成した目的をさらに深く共有し、運動を進めていくための重要
な大会となりました。
　議案においては、11議案を全て可決。役員改選では会長・書記長
を再選し、新執行部のもと３年目の活動を力強くスタートしました。
　休憩時間では、広島土砂災害・集中豪雨の被災者支援緊急カンパ
と署名、北朝鮮拉致被害者救出の署名とグッズの販売にたくさんの
善意が寄せられ、２日間の大会を終了しました。
� 運営評議会議長　斎藤 政敏

連合新潟
執行委員

2014にいがた

ワーク＆ライフ
フォーラム

in上越

連
合
二
〇
一
四
平
和
行
動
in

根
室
に
参
加
し
て

船  

山
　
昌  

代

（
連
合
新
潟
執
行
委
員
・
交
通
労
連
）

県
民
に
「
安
全
・
安
心
」
の

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

2
UAゼンセン

　

今
年
、
初
め
て
家

庭
菜
園
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
メ

ー
デ
ー
の
花
の
種
。

サ
ラ
ダ
菜
が
い
っ
ぱ

い
育
ち
大
喜
び
の
夫
。

う
れ
し
く
て
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
の
か
、

休
み
の
日
に
な
る
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
行
き
、
プ
チ
ト
マ
ト
・
大

葉
・
ナ
ス
・
き
ゅ
う
り
な
ど
…
…

い
ろ
い
ろ
な
種
や
苗
を
買
い
気
合

が
入
っ
て
い
る
ご
様
子
。

　

大
好
き
な
ナ
ス
が
大
き
く
な

る
の
を
楽
し
み
に
、
朝
・
晩
と
観

察
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く

成
長
せ
ず
夫
が
っ
か
り
。

　

そ
の
か
わ
り
プ
チ
ト
マ
ト
は
豊

作
で
娘
大
喜
び
。

　

来
年
は
、
家
庭
菜
園
の
達
人

達
に
色
々
な
情
報
を
聞
き
な
が

ら
育
て
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。

�

（
Ｔ
）

９月のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�実家（自分の親）とどのくらい連絡をとっている??
　「用があるときだけ」が半数以上となりましたが、「週
１回以上」も３割を占めており、定期的に連絡をとるよ
うにしている方も多いようです。連合新潟は新潟県警察
との間で「特殊詐欺被害の未然防止に関する協定書」を
締結し、高齢者をねらう特殊詐欺の未然防止に向けて、
私たち現役世代から注意喚起をすることで協力すること
としています。忙しい毎日の中ではついおろそかになり
がちですが、折を見て連絡をとってみてはいかがでしょ
うか。
　10月のＨＰアンケートは、「○○の秋」に関する話題
です。投票をお待ちしています。

土曜相談会 11月は８日に開催

人
数
が
七
〇
〇
〇
人
を
切
り
、

平
均
年
齢
が
八
〇
歳
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
北
方
領
土
返
還
は

一
〇
〇
年
後
に
実
現
し
て
も
何

の
意
味
も
な
く
、
返
還
を
心
か

ら
願
い
、
心
か
ら
喜
べ
る
元
島

民
が
生
存
し
て
い
る
今
、
実
現

し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
根
室
市
総
合
文

化
会
館
に
て
、「
北
方
領
土
返

還
を
求
め
る
連
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
開
催
中
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
北
方
の
島
々
も
し
っ
か

り
と
見
え
、
あ
ん
な
に
近
い
故

郷
の
島
に
帰
れ
な
い
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
や
、
島
に

私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

感
じ
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。


